
《エネルギー（その４）》 
  
 「既存エネルギー ～ＬＮＧ（液化天然ガス）～」 
 
 
 今回は、「ＬＮＧ（液化天然ガス）」について考えてみたいと思います。 
  
 私たちの日常生活でも馴染みのある「ガス」ですが、大きく「都市ガス」（国内では

７種類のガスがあるとのことです）と「プロパンガス」に分類されるようです。両者

の大きな違いは、ガスが届けられる方法と空気と比べたときのガスの重さです。 
 
 都市ガスは、地下に埋めたガス管を使って輸送していますが、プロパンガスはガス

を詰めたボンベで使用されており家庭用として身近なものです。また、都市ガス（一

部を除く）は空気より軽いのに対し、プロパンガスは空気より重い性質を持っていま

す。 
 

一方、液化石油ガスと呼ばれるものがあり、英語名の Liquefied Petroleum Gas の

頭文字を採ったのがＬＰＧ（ＬＰガス）と表示されています。プロパンガスやブタン

ガス等はＬＰガスです。ＬＰガスは石油から６６％、天然ガスから３４ ％生産され

ており、天然ガス採掘量の増大とともに天然ガスからの生産が増加しているそうです。

国内では年間約１９百万トン使われており、一次エネルギーの約５％を供給している

そうです。ＬＰガスの用途としては家庭用や自動車（タクシー）用が身近ですが、工

業用、化学原料用、及び都市ガス用や電力用など幅広く使われています。 
 
 
 そして、今回のテーマであるＬＮＧは英語の Liquefied Natural Gas（液化天然ガ

ス）の頭文字をとったもので、天然ガスを液化した液化天然ガスと呼ばれているもの

です。先述の都市ガス原料の約８割は天然ガスということです。 
 
 天然ガスの主な成分はメタンで無色無臭で、液体にするにはマイナス１６２℃まで

冷やす必要がありますが、液化された天然ガスは体積が気体の約６００分の１になる

ので運搬が容易になります。さらに地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出量が石

炭や石油に比べて３０～４０％も少ないとも言われています。 
 
 日本では石油、石炭に次ぐエネルギー源であり、世界の一次エネルギーの約 1/4 は

天然ガスによる供給となっています。 
 
 
 



世界各地域の一次エネルギー構成 
 
         ＬＮＧ   石炭    石油    その他（％） 
 
日本       １３．４  １９．３  ４９．６  １７．７ 
アジア・太平洋  １１．１  ４０．３  ４１．２   ７．４ 
アフリカ     １９．６  ３３．３  ４３．３   ３．７ 
中東       ４３．９   １．９  ５４．０   ０．２ 
ヨーロッパ    ２２．７  １９．１  ４１．４  １６．８ 
旧ソ連      ５３．８  １９．１  １８．９   ８．３ 
北米       ２６．２  ２２．７  ４０．４  １０．７ 
中南米      ２２．５   ５．４  ５８．８  １３．４ 
世界（平均）   ２４．７  ２５．０  ４０．０  １０．３ 
 
（出典：BP Amoco Statistical Review of World Energy 2001） 
 
 しかし、この天然ガスも資源的には中東地域をはじめとする少数の国々に偏在して

います。 
 
天然ガスの生産量・埋蔵量(2000 年) 
 
       生産量     生産量％     埋蔵量      可採年数 
       （１０億ｃｆ） 
アメリカ   ２０，０６９  ２３．８    １６７，４０６    ８．３  
カナダ     ７，０８２   ８．４     ６１，０１０    ８．６  
メキシコ    １，７１３   ２．０     ３０，３９４   １７．７  
ベネズエラ     ８４０   １．０    １４６，８００  １７４．８  
サウジアラビア １，１２７   １．３    ２１３，３００  １８９．３  
イラン     １，０６９   １．３    ８１２，３００  ７５９．９  
カタール      ７２８   ０．９    ３９３，８３０  ５４１．０  
アルジェリア  ２，３１１   ２．７    １５９，７００   ６９．１  
オランダ    ２，５１６   ３．０     ６２，５４２   ２４．９  
イギリス    ４，０９０   ４．８     ２６，８３９    ６．６  
インドネシア  ２，６１９   ３．１     ７２，２６８   ２７．６  
中 国       ９６５   １．１     ４８，３００   ５０．１  
旧ソ連    ２４，０１３  ２８．４        Ｎ．Ａ．     Ｎ．Ａ．  
その他    １５，２５５  １８．１  １，２１３，３９５        Ｎ．Ａ．  
 
計      ８４，３９７ １００．０  ５，２７８，４８４       ６２．５  
 
（出典：Oil＆Gas Journal） 



 日本国内では新潟県の南長岡ガス田や福島県の磐城沖ガス田などで天然ガスが採掘

されていますが、輸入割合は約９７％と極めて高くなっています。しかし、石油とは

異なり現在の輸入先はアジア・オセアニア地域が中心となっています。 
 
日本のＬＮＧ輸入先（２０００年度） 
    
        ＬＮＧ換算万トン 
   
インドネシア  １，８１２    ３３．５０％ 
マレーシア   １，０９２    ２０．２０％ 
オーストラリア     ７１５    １３．２０％ 
カタール        ６００    １１．１０％ 
ブルネイ        ５７２    １０．６０％ 
アブダビ        ４８０     ８．９０％ 
アラスカ        １２６     ２．３０％ 
オマーン         １２     ０．２０％ 
合計        ５，４１０     １００．００％ 
 
（出典）日本貿易月表より作成 
 
 
 利用面から見た天然ガスは、メタンを主成分とする可燃性のガスで、成分中にＣＯ

などの不純物を含まず、燃焼排ガス中の有害物質の発生が少ないため、他の化石燃料

に代わるクリーンなエネルギーとして期待が高まっています。高い発熱量を持ち、安

全性の面でも、燃焼範囲が狭いため爆発の危険性が少なく、空気より軽く拡散しやす

いので中毒を引き起こす心配がないことも利点です。 
 
化石燃料の単位発熱量あたりのＣＯ２排出係数 
 
        単位量あたり総発熱量  ＣＯ２排出係数（ＣＯ２ｋｇ／Ｇｃａｌ） 
 
原料炭（輸入）  ７６００ ｋｃａｌ／ｋｇ    ３６３ 
一般炭（輸入）  ６０７４ ｋｃａｌ／ｋｇ    ３７９ 
原油         ９２５０ ｋｃａｌ／ｌ     ２８６ 
ＬＮＧ     １３０００ ｋｃａｌ／ｋｇ      ２０７ 
 
（注：Ｇｃａｌはギガカロリーの意味で 1Gcal=10^9cal=10^6kcal となります） 
 
 都市ガス原料の約８割が天然ガスになっているほか、圧縮天然ガスを燃料に使用し

た天然ガス自動車が旅客・貨物などの輸送分野で利用されています。また、天然ガス

を改質して燃料電池に用いる水素を取り出す技術も確立されつつあります。 



 これまで、化石燃料として重要な「石油」、「石炭」、及び「天然ガス」についてデー

タを整理しながら考えてました。これらを見る限り、エネルギー資源として少なくと

も今後、数１０年程度は現在と同様に化石燃料が重要な役割を果たすものと予想でき

ます。しかし、より長期的、例えば５０年や１００年後という時間スケールでは化石

燃料の枯渇も念頭におかざるを得ません。 
 
 これまで見てきたとおり日本の石油、石炭及び天然ガスの上位輸入国は以下のとお

りで比較的良く分散されています。決して日本のエネルギー政策が無策ではないこと

が理解できます。 
 
石油（上位３ヶ国で約６０％） 
アラブ首長国連邦 
サウジアラビア 
イラン 
 
石炭（上位３ヶ国で約７５％） 
オーストラリア 
カナダ 
中国 
 
天然ガス（上位３ヶ国で約６５％） 
インドネシア 
マレーシア 
オーストラリア 
 
 また、新しいエネルギー資源として最近では「メタンハイドレート」と呼ぶ資源が

注目されています。メタンハイドレートは、水とガスからできている氷のような固体

で、それ自身の体積の１７０倍ものガスを含んでいるそうです。世界中の海底に存在

し、そのエネルギー量は今まで見つかっている石油や石炭、天然ガスの合計よりも多

いと言われています。まだ、実際に採取されている訳ではありませんが、将来のエネ

ルギー資源として非常に興味深いものです。 
 
 今後のエネルギー問題を考える際には、｢資源供給｣面での制約とともに｢環境への影

響｣面で制約がより重要な課題となるのかもしれません。温室効果ガスの低減が将来ど

うなるかは予想もできませんが、理想的なエネルギー源とは、｢資源供給｣と｢環境への

影響｣の両面の問題を同時に解決できる方法ということは明らかなようです。このよう

なエネルギー源が本当にあり得るのかどうかをこれから考えてみたいと思います。 
 

 

(２００２年６月１６日配信内容を改訂) 


